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右
の
統
計
は
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
・
シ
ャ
ー

ベ
ッ
ト
の
３
年
間
の
支
出
金
額
の
平
均
で
す

が
、
年
別
に
み
る
と
、
金
沢
市
は
平
成
23
年

か
ら
令
和
２
年
の
10
年
間
で
７
回
１
位
に
。

　

日
本
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
協
会
の
調
査
に
よ

る
と
、
金
沢
で
は
気
温
25
度
以
上
で
ア
イ
ス

の
消
費
量
が
急
激
に
増
え
る
の
だ
と
か
。
年

間
降
水
日
数
が
多
い
の
で
室
内
で
の
生
活
が

長
い
こ
と
に
も
起
因
す
る
と
も
。
そ
の
他
、

ス
ー
パ
ー
が
多
く
、
マ
ル
チ
パ
ッ
ク
を
中
心

と
し
た
割
引
セ
ー
ル
が
多
発
し
て
い
る
こ
と

な
ど
も
要
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

独
特
の
風
土
が
金
沢
を

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
好
き
に
？

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を

た
く
さ
ん

買
っ
て
い
る

と
こ
ろ
は
ど
こ
？

（2018 年（平成 30 年）〜
2020 年（令和 2 年）平均）

出典：総務省統計局「家計調査（二人以上
の世帯）　品目別都道府県庁所在市及び政令
指定都市ランキング」

アイスクリーム・シャーベットの
年間支出額

写真：kerdkanno、プラナ、pixelcat、ゴスペル／ PIXTA

第
四
回

参考：（一社）日本アイスクリーム協会「金沢アイスクリーム調査報告書」（平成 31 年 4 月 30 日）

1 位　金沢市
2位　浜松市
3位　高知市
4位　さいたま市
5位　福島市

11,597円
11,257円
11,165円
10,976円
10,855円
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より良い
政策立案に向けて
―EBPM の推進と実証的共同研究―

地方のかがやき

［富山県］南砺市

MIC NEWS 01

身近な騒音や悪臭などに困ったときは…
気軽に市区町村等の「公害苦情相談窓口」へ
MIC NEWS 02

熱中症を予防しましょう
～熱中症は、正しい知識で適切に対応すれば未然に防げます～

MIC NEWS 03　
令和３年度「電波の日・情報通信月間」
表彰が行われました
MIC NEWS 04　
令和３年経済センサス- 活動調査へのご回答、
ありがとうございました

M I C  M O N T H LY  M A G A Z I N E

4

10

14

16

17

18

月号

暮らしの 今と未 来 がわかる情 報 誌

2021 Juiy Vol.247

T E N T SNOC

南砺市合併 5 周年を記
念し平成 21 年に誕生。
市章がモチーフで、同じ
年に生まれた南砺市の歌

「緑の里から」が大好き。
キャッチコピーは「ほっ
と あっと なんと」。

表 紙 の キャラクター

N A N T O くん
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より良い
政策立案に向けて
―EBPM の推進と実証的共同研究―

　

国
の
政
策
が
実
施
さ
れ
る
現
場
で
は
、
そ
の
担

当
者
が
、
政
策
改
善
の
必
要
性
を
認
識
し
つ
つ
も
、

予
算
や
時
間
、
労
力
な
ど
の
都
合
で
実
態
の
把
握

や
調
査
が
行
え
な
い
と
い
う
問
題
が
往
々
に
し
て

起
こ
り
ま
す
。
ま
た
、
最
近
で
は
、「
政
府
全
体

で
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
が
推
進
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
自
分

の
担
当
す
る
政
策
で
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に

実
施
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
知
見
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
足

り
ず
、
ど
う
取
り
組
ん
だ
ら
よ
い
の
か
分
か
ら
な

い
」
と
い
っ
た
悩
み
を
抱
え
る
担
当
者
も
、
少
な

か
ら
ず
い
る
よ
う
で
す
。

　

現
在
、
総
務
省
行
政
評
価
局
で
は
、「
政
策
効

果
の
把
握
・
分
析
手
法
の
実
証
的
共
同
研
究
」（
以

下
、
共
同
研
究
と
い
い
ま
す
。）
を
各
府
省
等
と

連
携
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
組
で
は
、

各
府
省
が
実
際
に
行
っ
て
い
る
政
策
を
題
材
と
し

て
取
り
上
げ
、
担
当
者
が
抱
え
る
先
述
の
よ
う
な

悩
み
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
そ
の
政
策
に
つ
い

て
、
達
成
す
べ
き
目
標
や
目
標
達
成
に
向
け
た
課

題
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
実
際
の
効
果
を
で
き

る
だ
け
客
観
的
に
把
握
・
分
析
し
、
政
策
改
善
や

次
の
政
策
立
案
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
、
す
な
わ

ち
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
政
策
立
案（Evidence-

Based Policy M
aking

。
以
下
、
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
と

い
い
ま
す
。）
の
実
践
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

本
稿
で
は
、
令
和
２
年
度
の
共
同
研
究
の
取
組

を
中
心
に
説
明
す
る
こ
と
で
、
読
者
の
皆
様
に
、

霞
が
関
に
お
け
る
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
推
進
の
現
在
地
を
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

各府省の悩みに寄り添い、政策改善を手助けする1.

特集
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特
集
●
よ
り
良
い
政
策
立
案
に
向
け
て
―
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
推
進
と
実
証
的
共
同
研
究
―

政府全体のEBPM推進の取組と共同研究2.
　

現
在
、
政
府
全
体
で
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
実

践
に
向
け
た
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
は
、
政
策
効
果
に
つ
い

て
の
エ
ビ
デ
ン
ス
（
客
観
的
な
根
拠
）

に
基
づ
い
て
政
策
の
立
案
や
改
善
を
行

う
と
い
う
考
え
方
で
あ
り
、
総
務
省
行

政
評
価
局
が
制
度
を
所
管
し
て
い
る
政

策
評
価
に
お
け
る
考
え
方
と
共
通
す
る

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、総
務

省
行
政
評
価
局
で
は
、
共
同
研
究
を
通

じ
て
、
各
府
省
の
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
実
践
を

後
押
し
す
る
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

政
府
全
体
で
の
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
推
進
が
求

め
ら
れ
る
背
景
に
は
、
財
政
赤
字
の
拡

大
や
、
行
政
に
対
す
る
国
民
の
不
信
感

の
増
大
と
い
っ
た
問
題
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
限
ら
れ
た

資
源
を
有
効
に
活
用
し
、
国
民
か
ら
信

頼
さ
れ
る
質
の
高
い
行
政
を
展
開
し
て

い
く
た
め
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た

効
率
的
・
効
果
的
な
政
策
立
案
を
実
施

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
平
成
29
年
以
降
、

政
府
全
体
と
し
て
、

　

・ 

各
府
省
に
お
け
る
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
推
進

の
責
任
者
で
あ
る「
政
策
立
案
総

括
審
議
官
」等
の
新
設

　

・ 

各
府
省
の
政
策
立
案
総
括
審
議
官

等
で
構
成
さ
れ
る
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
推
進

委
員
会
の
設
置

　

・ 

Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
考
え
方
を
踏
ま
え
た

具
体
の
政
策
立
案
・
評
価
・
見
直

し
の
各
府
省
に
お
け
る
実
践

　

・ 

Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
考
え
方
の
浸
透
を
図

る
た
め
の
府
省
横
断
勉
強
会
等
の

実
施

な
ど
、
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
を
推
進
す
る
た
め
の

取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
で
は
、
内
閣
官
房
が
主

導
し
て
各
府
省
で
行
わ
れ
て
い
る
行
政

事
業
レ
ビ
ュ
ー
や
、
予
算
要
求
の
プ
ロ

セ
ス
と
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
取
組
が
一
体
的
に

進
め
ら
れ
る
な
ど
、
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
さ
ら

な
る
浸
透
・
定
着
に
向
け
た
取
組
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

政
策
評
価
法
（「
行
政
機
関
が
行
う

政
策
の
評
価
に
関
す
る
法
律
」）
に
よ

り
、
各
府
省
は
、
適
時
に
政
策
効
果
を

把
握
し
、
こ
れ
を
基
礎
と
し
て
、
必
要

性
、
効
率
性
、
有
効
性
な
ど
の
観
点
か

ら
自
ら
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
政

策
に
反
映
す
る
こ
と
（
政
策
改
善
な
ど

に
活
用
す
る
こ
と
）
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

つ
ま
り
、
政
策
評
価
と
は
、
も
と
も

と
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
と
同
様
の
考
え
方
に
基
づ

い
て
実
施
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
取

組
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
点
を
踏
ま
え

れ
ば
、
政
策
評
価
制
度
を
所
管
す
る
総

務
省
と
個
別
の
政
策
を
所
管
す
る
府
省

が
連
携
し
、
実
際
の
政
策
を
題
材
と
し

て
政
策
効
果
の
把
握
・
分
析
手
法
に
つ

い
て
調
査
・
研
究
を
行
い
、
そ
こ
で
得

ら
れ
た
経
験
や
知
識
を
広
く
共
有
す
る

こ
と
は
、
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
考
え
方
や
そ
の

実
践
に
必
要
と
な
る
知
識
を
各
府
省
に

普
及
・
定
着
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

共
同
研
究
は
、
平
成
29
年
５
月
に
決

定
さ
れ
た
「
統
計
改
革
推
進
会
議
最
終

取
り
ま
と
め
」
に
お
い
て
、

　

・ 

各
行
政
機
関
は
、
エ
ビ
デ
ン
ス

に
基
づ
く
政
策
立
案
（
Ｅ
Ｂ
Ｐ

Ｍ
：E

vidence-B
ased Policy 

M
aking

）
を
推
進
し
、
政
策
評

価
を
政
策
改
善
と
次
な
る
政
策
立

案
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　

・ 

Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー

ス
の
提
示
を
目
指
し
、
総
務
省
行

政
評
価
局
、
関
係
府
省
お
よ
び
学

識
経
験
者
に
よ
る
政
策
効
果
の
把

握
・
分
析
手
法
の
実
証
的
共
同
研

究
を
行
う
。

と
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
平
成
30
年

度
か
ら
開
始
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
10
府

省
の
延
べ
９
テ
ー
マ
に
つ
い
て
実
施
い

た
し
ま
し
た
（
表
１
）。

⑴ 

政
府
全
体
の
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
推
進

⑵ 

共
同
研
究
に
つ
い
て

表１：実証的共同研究テーマ一覧

平成 30 年度

▪IoT サービス創出支援事業（総務省）
▪女性活躍推進（内閣府、厚生労働省）
▪競争政策における広報（公正取引委員会）
▪訪日インバウンド施策（観光庁、内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局）

令和元年度
▪競争政策における広報【継続】（公正取引委員会）
▪地方公共団体の行動変容につながる効果的な普及啓発手法（環境省）
▪財政教育プログラム（財務省）

令和 2 年度 ▪視覚障害のある児童・生徒に対するデジタル教科書等の教育効果（文部科学省）
▪♯7119（救急安心センター事業）の導入効果（総務省消防庁）
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「左から右へ読むとき、ロジックモデルでは計画から成果に至るまで、時間の経過に伴うプログラムの基本要素の流れを示します。ロジック
モデルを読むということは、プログラムを構成している各要素を結びつける推論のチェーン（chain of reasoning）、すなわち『もし…ならば、
どうなる』（if-then）という表現にしたがって進むということ」とされている（Ｗ. Ｋ .ケロッグ財団 , 2003, p.3）。

・ 差の差分析（DID: Difference-in-Differences ）は、施策対象
地域および非対象地域それぞれの施策実施前後のデータの差を
比較する分析手法です。

・ DID では、施策対象地域および非対象地域それぞれの施策実施
前後のデータを用いることにより、トレンド要因を取り除くことが
できるため、前後比較よりも厳密な分析が可能となります。また、
施策実施前後のデータの測定にあたり、DID 以外の他の測定手法
と組み合わせることも可能です。

・ 一方で、DID を用いるには施策実施前後の両方のデータが必要と
なります。また、施策対象地域と非対象地域の施策実施前後のト
レンドが平行になっている（平行トレンドの仮定）必要があること
に留意が必要です。

プログラム運営には何らか
の資源が必要

もし、当該資源を活用でき
れば、計画された活動の実
施が可能

もし、計画した活動が実施
されれば、予定した量の製
品やサービスの供給が可能

もし、予定した活動が実施
されれば、参加者は何らか
の利益を得る

もし、参加者が利益を得ら
れれば、組織・地域・システ
ムに何らかの変化が起きる

資源／インプット

計画された行動 意図された結果

活動 アウトプット 初期アウトカム 最終アウトカム

1 2 3 4 5

図 1：ロジックモデルの基本型

図 2：差の差分析（DID: Difference-in-Differences）

※Ｗ . Ｋ . ケロッグ財団 , 2003, p.3 の図を基に作成

表 2：共同研究の活用例（令和元年度実施テーマ）
テーマ 研究概要 研究結果の活用状況

競争政策における広報
（公正取引委員会）

企業や一般国民を対象として行うセミナーや説明会等につ
いて、参加人数の違い、内容の違い等、どういった要素によっ
てセミナー等の効果に違いが生じるかを検証

・ セミナー等の講師は職員が務めており、研究により、セミナー等の
満足度や理解度をより高める職員（ハイパフォーマー講師）を特定し、
職員向けの勉強会でハイパフォーマー講師による講演を実施

・ ハイパフォーマー講師の講義動画を作成し、ハイパフォーマー講師
のスキルを共有

地方公共団体の
行動変容につながる
効果的な普及啓発手法

（環境省）

環境省が開発した「地域経済循環分析自動作成ツール」が、
実際にどのように活用されているのか、さらに普及させるた
めにはどういった啓発活動が有効であるか、また、それらが
地方公共団体の政策立案等における行動変容にどのように
つながるのか等を検証

・ 研究により特に「人口規模の大きな地方公共団体」への普及啓発
が効果的であることが判明したことから、それらの地方公共団体
の首長が集まる場等において地域経済循環分析を紹介

・ 従前の取組と共同研究で得られた成果も踏まえ、分かりやすい紹
介動画を作成

財政教育プログラム
（財務省）

財務省および財務局職員が小・中・高校生向けに日本の財
政についての授業を実施する、「財政教育プログラム」が、
どのような因果関係により、どの程度理解度の向上に貢献
したのかを把握するため、新たにアンケートの設計も見直し、
分析・検証

・ 研究により、授業に参加した児童・生徒の理解度や満足度がより
高まる可能性がある方法等が判明し、その成果を省内および各財
務局に周知

・ 各財務局等が授業の実施を検討する際に、実施校と研究結果を
踏まえた授業の実施を相談してほしい旨を連絡

　

個
々
の
共
同
研
究
に
お
い
て
、
総
務

省
行
政
評
価
局
は
、
政
策
を
所
管
す
る

府
省
お
よ
び
学
識
経
験
者
と
協
力
し
な

が
ら
、
題
材
と
し
て
取
り
上
げ
た
具
体

の
政
策
に
つ
い
て
、
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

（
図
１
）
の
作
成
を
通
じ
た
政
策
課
題

の
把
握
、
政
策
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
整

理
・
収
集
、ラ
ン
ダ
ム
化
比
較
試
験
（
Ｒ

Ｃ
Ｔ
）
や
差
の
差
分
析
（
Ｄ
Ｉ
Ｄ
、
図

２
）
等
の
高
度
な
統
計
手
法
も
用
い
た

政
策
効
果
の
分
析
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、

政
策
効
果
の
把
握
・
分
析
を
行
っ
て
お

り
、
こ
れ
を
通
じ
て
各
府
省
の
Ｅ
Ｂ
Ｐ

Ｍ
の
実
践
を
後
押
し
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
共
同
研
究
の
結
果
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
対
象
政
策
の
改
善
や
、
取
組
の

推
進
に
役
立
て
ら
れ
て
お
り
（
令
和
元

年
度
テ
ー
マ
の
例
。
表
２
）、
総
務
省

行
政
評
価
局
と
し
て
も
、
共
同
研
究
の

対
象
と
な
っ
た
政
策
の
改
善
や
進
展
に
、

一
定
程
度
寄
与
で
き
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

（出所）数値は仮設置
出典：「♯ 7119（救急安心センター事業）の導入効果」報告書概要（令和２年度）



1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目以降
（＃7119導入からの経過年数）

導入済
地域全体

（変化率）

-12％

-10％

-8％

-6％

-4％

-2％

0％

2％

4％
導入済地域は、未導入地域と比較して
徐々に急病搬送人数が減少する傾向あり
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　総務省行政評価局が直近に行った、令和２年度の２案件についてご紹介します。

令和 2 年度の取組の紹介3.

♯ 7119（救急安心センター事業）の導入効果
　一つ目は、総務省消防庁と共に行った、♯ 7119（救急安心センター事業）の導入効果に関する共同研究です。
　総務省消防庁では、急なケガや病気で救急車を呼ぶべきか判断に迷うときに、専門家に電話で相談できる
サービスである、「♯ 7119」事業を実施していますが、近年救急出動件数が全国的に増加しているなどの状
況を踏まえ、今後の事業展開に向けた判断材料とするために、導入効果を検証することが急務となっていま
した。
　そこで本共同研究では、♯ 7119 の導入が、救急車の適正な利用や救急医療機関の受診の適正化に向けて、
効果を発揮しているか把握するための調査を実施しました。

　総務省行政評価局では、データの収集・分析に精通した民間業者を活用しつつ、下記の調査・分析を行いました。
　・ ♯ 7119 の導入済地域での認知度や、導入済地域と未導入地域における住民の意思決定プロセスの違い

を分析するためのアンケート調査
　・♯ 7119 の導入効果や、24 時間制・時間限定制での導入効果の違いを明らかにするための定量分析
　・消防本部へのヒアリング調査

⑴ 調査手法

　調査の結果、以下のことが分かりました。
　・ 導入済地域では、未導入地域と比較すると、救急出動件数、搬送人数、軽症者割合および夜間割合が

減少しており、導入には一定の効果がある。
　・ 導入効果には認知度が大きな影響を与えており、導入から日の浅い地域等では認知度が低いケースもあ

ることから、認知度の向上を図ることが重要である。
　・ かかりつけ医等がいることが認知に大きな影響を与えており、かかりつけ医等と連携しながら♯ 7119 の

認知度を高めることが有効な方策と考えられる。
　これらの結果は、同事業の今後の展開に向けた判断材料として活用される予定です。

⑵ 調査を通して分かったこと

　・ 悉皆性の高い既存のデータが豊富にあったもの
の、専門的な分析には活用されていなかった。

　➡ データを保有する部署と連携し、効果検証に活
用できるデータを整理・特定した上で、専門家
による統計的手法を用いた分析を実施した。

　・ 政策担当部局が、事前に実態把握・データ収集
をある程度行っていた。

　➡ 事前に得られた情報・データを活用し、政策担
当部局を含む関係者による検討が効率的に進め
られたことで、調査仮説の設定や詳細な調査事
項の決定が速やかに行われ、質の高いデータを
得ることにつながった。

⑶ 事案の特徴・研究のポイント

10 万人当たり急病救急搬送人員数に対する
♯ 7119 導入の影響

特
集
●
よ
り
良
い
政
策
立
案
に
向
け
て
―
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
推
進
と
実
証
的
共
同
研
究
―
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視覚障害のある児童・生徒に対する
デジタル教科書等の教育効果

　二つ目に紹介するのは、文部科学省と共に行った、視覚障害のある児童・生徒に対するデジタル教科書等
の教育効果に関する共同研究です。
　文部科学省では、視覚障害のある児童・生徒に対する学習環境の保障のため、紙の拡大教科書を無償給
与しています。しかし、紙の拡大教科書は文字の拡大範囲が限定的で、大判・分冊による不便さがあるなど、
必ずしも全ての視覚障害のある児童・生徒にとって最適な方法となっていない可能性があります。
　そこで本共同研究では、紙の拡大教科書とデジタル教科書等（学習者用デジタル教科書その他のパソコン、
タブレット等の端末を活用して学習する教材）とを比較し、より適切な教科書の提供方法について示唆を得
るための調査を実施しました。

　デジタル教科書等を用いて授業や家庭学習を行った場合に、従来の紙の拡大教科書を用いた場合と比較し
て、授業や家庭学習が支障なく実施できるかなどの点に関して、①アンケート調査、②ヒアリング調査、③比
較実験の３つを実施しました。

　調査の結果、以下のことが分かりました。
　・ 障害の程度・内容、周囲の環境（特に ICT 環境）、学習場面等によって、デジタル教科書等の利用のし

やすさに違いがある。
　・ ①デジタル教科書等と紙の拡大教科書の作業効率（書き込み、削除、音読および検索）は、同等程度

である。②デジタル教科書等は、自由度の高い拡大機能や読み上げ機能等、多数のメリットが挙げられ
る一方、デメリットは限定的である。

　➡ 視覚障害のある児童・生徒が教科書の内容に適切にアクセスするという観点において、デジタル教科書
等は紙の拡大教科書と同等以上に有効である。

　これらの結果は、同事業の今後の展開に向けた検討に活用される予定です。

　・ この政策の対象者の状況（障害の程度や PC 等の利用状況など）は区々であり、既存のデータも少なかっ
た。

　➡ 定量的なデータの不足をカバーするため、アンケート、ヒアリングおよび実験を（ほぼ全てオンラインで）
実施し、得られた定性的な情報も活用し検証した。

　・政策の実態把握があまり行われておらず、ロジックモデルや調査仮説の作成・設定が困難であった。
　➡ 調査着手後も、総務省行政評価局、関係府省および学識経験者が共同して、ロジックモデル等を見直し

続けたことで、より適切な効果検証につながるとともに、今後効果検証を行う際の課題も明らかになった。

⑴ 調査手法

⑵ 調査を通して分かったこと

⑶ 事案の特徴・研究のポイント

https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/hyouka/seisaku_n/
seisaku_ebpm.html

で検索！総務省 EBPM

※個別の共同研究の事例は以下のサイトに詳細を掲載
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以
上
の
よ
う
に
、
総
務
省
行
政
評
価

局
で
は
、
各
府
省
の
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
実
践

を
後
押
し
し
つ
つ
、
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
ス
の
提
示
を
目
指
し
て

共
同
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
取
組
を
通
じ
た
、
担
当
者
が
悩

み
や
す
い
代
表
例
と
当
局
に
お
け
る
対

応
を
ま
と
め
る
と
、
左
表
の
と
お
り
で

す
（
表
３
）。

　

共
同
研
究
は
今
年
度
で
４
年
目
を
迎

え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
共
同
研
究
を
行
っ

て
き
た
案
件
は
多
種
多
様
で
あ
り
、
制

度
の
見
直
し
や
改
善
に
向
け
て
相
当
程

度
進
ん
で
い
る
も
の
／
検
討
を
始
め
た

ば
か
り
の
も
の
、
定
量
的
な
デ
ー
タ
が

あ
る
程
度
あ
る
も
の
／
な
い
も
の
、
ま

た
、
何
を
ど
こ
ま
で
見
直
す
の
か
と
い

う
「
見
直
し
の
ゴ
ー
ル
」
に
つ
い
て
も

担
当
者
の
認
識
は
様
々
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
共
同
研
究
を
進

め
る
に
当
た
っ
て
重
要
に
な
る
の
は
、

各
府
省
の
担
当
者
と
し
っ
か
り
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
案
件
に
よ
っ
て
は
、「
Ｅ

Ｂ
Ｐ
Ｍ
を
実
践
す
る
こ
と
で
何
を
得
た

い
の
か
」、「
時
間
の
制
約
等
も
あ
る
中

で
、
現
実
的
に
何
を
ど
こ
ま
で
調
査
す

る
の
か
」
と
い
っ
た
基
本
的
な
考
え
方

の
と
こ
ろ
が
、
必
ず
し
も
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
関
係
者
間
で
認

識
が
一
致
し
て
い
な
か
っ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場
合
で

も
、
学
識
経
験
者
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
参

考
に
し
な
が
ら
各
府
省
の
担
当
者
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
、
粘
り
強

く
調
査
方
法
を
検
討
・
整
理
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
一
定
の
結
論
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
に
し
て
得
ら
れ
た
結
論
や

成
果
は
、
政
策
の
改
善
や
、
今
後
の
展

開
に
向
け
た
検
討
な
ど
に
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
総
務
省
行
政
評
価
局
と
し
て

は
、
今
後
も
、
霞
が
関
に
お
け
る
Ｅ
Ｂ

Ｐ
Ｍ
の
実
践
を
後
押
し
し
、
各
府
省
で

よ
り
良
い
政
策
の
立
案
・
改
善
が
行
わ

れ
る
よ
う
、
担
当
者
の
悩
み
に
寄
り
添

い
な
が
ら
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
総
務
省
の
審
議
会
で
あ
る

「
政
策
評
価
審
議
会
」
に
お
い
て
、
今

後
の
行
政
の
評
価
に
向
け
た
指
針
と
す

べ
く
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
「
政
策
評
価

審
議
会
提
言
」（
令
和
３
年
３
月
）
で

は
、
政
策
評
価
の
質
の
向
上
の
た
め
、

「
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル
の
活
用
や
デ
ー
タ
、

ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
の
解
析
等
に
よ
る
エ
ビ

デ
ン
ス
の
獲
得
・
活
用
な
ど
、
Ｅ
Ｂ
Ｐ

Ｍ
を
め
ぐ
る
諸
論
点
に
つ
い
て
の
研
究

を
深
め
る
取
組
を
行
っ
て
い
く
」
と
さ

れ
ま
し
た
。
総
務
省
行
政
評
価
局
で
は
、

こ
の
提
言
を
踏
ま
え
た
取
組
を
進
め
、

得
ら
れ
た
知
見
を
分
か
り
や
す
く
整
理

し
、
積
極
的
に
総
務
省
Ｈ
Ｐ
等
で
情
報

共
有
・
発
信
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。
各
府
省
の
担
当
者
に
そ
の
情

報
を
活
用
い
た
だ
く
こ
と
で
、
Ｅ
Ｂ
Ｐ

Ｍ
の
実
践
が
さ
ら
に
進
む
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

EBPM 実践のさらなる後押しに向けて4.
悩みやすい代表例 総務省行政評価局としての対応

そもそもどのように
EBPM を実践すれば
よいか分からない

　総務省行政評価局では、EBPM に詳しい
学識経験者を「行政評価局アドバイザー」
として任命しており、専門的な助言を受け
られる体制を整備。適切な調査課題（リサー
チクエスチョン）の設定やロジックモデル
の設計など、EBPM でつまずきやすい点を
丁寧にサポート。

忙しくてなかなか
手が回らない

　共同研究は、総務省の予算で行われ、総
務省行政評価局や学識経験者、委託業者（コ
ンサル）などの能力も活用可能。全てを自
力で行う場合よりも、少ない負担で効率的
に政策効果の把握を行うことが可能。

表 3

特
集
●
よ
り
良
い
政
策
立
案
に
向
け
て
―
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
推
進
と
実
証
的
共
同
研
究
―
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古くからの景観を守りながら人々が暮らす
「生きた世界遺産」ともいうべき合掌造りの家
屋など日本の原風景と伝統が残され、相互扶
助の文化が保たれる南砺市では、新たな形の
住民自治や SDGs の取組を進めています。

地方のかがやき

砺
市
［富山県］

南

「
生
き
た
世
界
遺
産
」を
守
り

「
一流
の
田
舎
」を
目
指
す
ま
ち

な
ん
と
し

9 棟の合掌造りの家屋が残される菅沼集落（上）。
5 月の城端曳山祭はユネスコ無形文化遺産（下）。

人口：49,235 人
　　　（令和 3 年 4 月1日）
面積：668.64㎢
市役所所在地： 富山県南砺市
　　　　　　　荒木 1550 番地

N a n t o s h i  D A T A

山
県
南
西
部
に
位
置
す
る
南

砺
市
。
南
部
は
岐
阜
県
境
に

連
な
る
山
々
で
、
北
部
の
砺

波
平
野
に
は
水
田
の
中
に
屋
敷
が
点
在

す
る
散さ

ん

居き
ょ

村そ
ん

と
呼
ば
れ
る
景
観
が
広
が

り
ま
す
。

　

平
成
16
年
に
４
町
４
村
が
合
併
し
て

誕
生
し
た
南
砺
市
は
多
様
な
顔
を
持
ち

ま
す
。
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
合
掌

造
り
の
相
倉
・
菅
沼
集
落
の
あ
る
平
・

上
平
、
絹
織
物
の
産
地
と
し
て
栄
え
た

城じ
ょ
う

端は
な

、
市
場
町
と
し
て
古
く
か
ら
栄

え
た
福
野
、
椿
の
里
の
井
口
、
演
劇
の

聖
地
と
し
て
知
ら
れ
る
利
賀
、
木
彫
り

富

南砺市
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の
里
の
井
波
、
そ
し
て
板
画
家
の
棟
方

志
功
が
戦
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
長
く

滞
在
し
た
福
光
。
民
藝
運
動
※
の
提
唱

者
の
柳
宗む

ね

悦よ
し

は
、
南
砺
の
精
神
風
土
が

棟
方
の
作
風
の
変
化
に
影
響
を
与
え
た

と
し
て
、
こ
れ
を
「
土ど

徳と
く

」
と
い
う
造

語
で
表
現
し
ま
し
た
。

　

南
砺
は
今
も
文
化
の
発
信
拠
点
で
、

夏
に
は
世
界
の
演
劇
人
が
集
う
催
し
の

利
賀
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｔ
サ
マ
ー
・
シ
ー
ズ
ン
や

ワ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
祭
典
ス
キ

ヤ
キ
・
ミ
ー
ツ
・
ザ
・
ワ
ー
ル
ド
の
舞

台
と
な
り
ま
す
。

　
合
掌
造
り
集
落
や
伝
統
工
芸
、
演

劇
や
音
楽
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
観
光
資

源
に
恵
ま
れ
る
南
砺
市
で
す
が
、
豊

か
な
自
然
環
境
に
根
付
い
た
暮
ら
し

そ
の
も
の
に
も
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
生
か
し
、
市
民
が
誇
り
に

思
え
、
観
光
客
や
移
住
希
望
者
、
生

ま
れ
育
っ
た
若
い
人
に
選
ん
で
も
ら

え
る
「
一
流
の
田
舎
」
を
目
指
し
て
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

南砺市長
田中幹夫

暮らしそのもの
にも魅力が

昭和 3 年に城端織物組合の事務棟として
造られた建物。館内には機織り機が並び、
専門講師の指導のもと織り体験ができる。

澄んだ川に棲むイワナは南砺名物。新鮮な
イワナは握りでも美味。市内には釣ったイ
ワナを塩焼きにできる養殖場も。

寺社彫刻に始まる井波彫刻の技で欄間や獅
子頭などが作られている。「木彫刻のまち・
井波」は文化庁の日本遺産に認定。

体験

じょうはな織
お り

館
やかた

名物

イワナ
伝統工芸

井波彫刻

明 徳 元 年（1390 年 ）
に開かれた井波別院瑞
泉寺。本堂は明治 18
年に井波の大工や彫刻
師などの優れた技を集
めて再建された。

串刺しにして甘辛いタ
レをつけたドジョウの
蒲焼きは、南砺の夏の
スタミナ食。しっかり
焼いてあるので骨まで
食べられる。

明治 36 年竣工の洋風
建築である富山県立南
砺福野高等学校の旧本
館。「巌浄閣」と名づ
けられ、大切に保存さ
れている。

6 つの劇場のほか、稽
古場、宿舎などを擁す
る利賀芸術公園。これ
まで多くの人材を輩出
し、演劇人から「演劇
の聖地」と呼ばれる。

※民藝運動：職人の手で生み出された生活道具を「民藝（民衆的工芸）」
　と呼び、「美は生活の中にあり」と唱えた運動。



122 0 2 1  J u l y  V o l . 2 47 M I C

　 SDGsの取組
エコビレッジ構想

地方のかがやき

成
25
年
に
環
境
保
全
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
農
林
漁
業
、
健
康
・
医
療
・

介
護
・
福
祉
、
教
育
・
次
世
代
育

成
の
４
分
野
を
連
携
･
連
動
さ
せ
な
が
ら

地
域
の
自
立
と
循
環
型
社
会
の
実
現
を
図
っ

て
い
く
と
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
（
構
想
）
を
策
定

し
た
南
砺
市
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
や
森
林
活
用
か
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
な

ど
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
事
業
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
に
は
「
土
徳
文
化
に
よ
り
目
指

す
一
流
の
田
舎
」（
情
報
発
信
や
次
世
代
教

育
）、「
新
た
な
住
民
自
治
・
小
規
模
多
機
能

自
治
」（
地
域
づ
く
り
協
議
会
に
よ
る
自
治

安
や
悩
み
を
抱
え
が
ち
な
妊

娠
か
ら
子
育
て
の
時
期
の
保

護
者
の
た
め
の
「
な
ん
と
す

こ
や
か
親
子
支
援
事
業
」
は
、
妊
娠
期

や
産
後
な
ど
の
子
育
て
支
援
プ
ラ
ン
の

作
成
、
乳
児
の
母
親
や
妊
婦
の
情
報
交

換
の
場
の
産
後
サ
ロ
ン
、
産
後
ケ
ア
、

サ
ポ
ー
ト
な
ど
に
よ
る
切
れ
目
な
い
支

援
か
ら
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
な
ん
と
す
こ
や
か
親
子
支
援

事
業
と
連
携
す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン「
な
ん
と
Ｈ
ｕ
ｇ
」

は
、
子
育
て
の
各
種
情
報
が
自
動
的
に

届
く
ほ
か
、
登
録
し
て
お
け
ば
、
掲
示

板
の
機
能
を
子
育
て
に
関
す
る
交
流
の

場
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
１

対
１
の
相
談
窓
口
に
も
な
る
機
能
を
備

え
て
い
ま
す
。
今
年
５
月
か
ら
す
べ
て

の
機
能
が
稼
働
し
ま
し
た
。

の
再
構
築
）、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
フ
ァ
ン
ド
・

南
砺
幸
せ
未
来
基
金
」（
寄
付
金
の
運
用
に

よ
る
地
域
課
題
の
解
決
）
の
3
本
柱
に
よ
る

こ
れ
ま
で
の
取
組
が
認
め
ら
れ
、
内
閣
府
の

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
・
自
治
体 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

モ
デ
ル
事
業
」
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

平

不

　築 350 年の古⺠家をリノベーショ
ンした「合掌ゲストハウスかずら」は、
客室のほか共有スペースがあり、会合
やイベント、地域の方による農家レス
トランなどに活用できるよう宿泊客以
外にも開放。エコビレッジ構想の交流
拠点として、SDGs の普及啓発の映画
上映会や「SDGs カフェ」と銘打った
勉強会に用いられています。

再 生 可 能 エ ネ ル
ギー促進のための
木質バイオマスの
ペレット工場。

自立循環型の地域
づくりについて学
ぶエコビレッジ部
活動。

無料 WiFi、駐車場もあり、イベ
ントスペースにうってつけ。

妊娠届出の際、子育て支援プランを作成する。

2 年前に愛知県から移住し、ゲス
トハウスを経営する東山浩二さん。

築 350 年の交流拠点

「合掌ゲストハウスかずら」

　安心して子どもを産み育ててもらうため
なんとすこやか親子支援事業

身を置けば置くほど
「土徳」と表現され
た土地の持つ力や環
境の素晴らしさを感
じられるのが南砺で
す
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「
幸
せ
の
お
す
そ
わ
け
」

南
砺
ブ
ラ
ン
ド
商
品

い
ご
と
の
引
き
出
物

を
近
所
に
お
す
そ
分

け
す
る
風
習
を
贈
物

に
か
え
て
、
と
い
う
コ
ン
セ
プ

ト
の
も
と
、
南
砺
市
は
市
商
工

会
、
市
観
光
協
会
と
協
力
し
て

商
品
カ
タ
ロ
グ
を
作
成
し
て
い

ま
す
。

　

掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
数

あ
る
南
砺
の
名
産
品
・
特
産
品

の
中
か
ら
選
び
抜
か
れ
た
和
菓

子
や
漬
物
、
純
米
酒
、
獅
子
頭

の
彫
刻
な
ど
逸
品
ぞ
ろ
い
。

　

こ
の
カ
タ
ロ
グ
を
市
内
の
事

業
者
に
営
業
や
カ
タ
ロ
グ
販
売

の
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

祝

自然に囲まれたモノづくりの拠点

南砺市クリエイタープラザ

市民と共に盛り上げる

南砺市応援市民

　南砺市クリエイタープラザは、地域の文化、
歴史などを大切にしながらクリエイターたち
が新たなモノやコトを創造し、発信していく
ための拠点として造られました。モノづくり
の複合施設として利用できるように、コワー
キングスペースやオフィス、スタジオ、アト
リエ、カフェ、ショップやギャラリーなどを
備えています。

　市外に住みながらも、南砺市を愛し、
かつ応援活動を実施いただける人を登
録するのが南砺市応援市⺠制度です。
活動内容は南砺市の PR、地域産品の
購入、ふるさと納税、現地に赴いての活動など自由に決めるこ
とができます。登録者には、登録者証を送るほか、応援活動に
関する情報を提供します。反響は大きく、全国から幅広い年代
の方が参加しており、登録者は 2021 年 4月末時点で 900 名
を超えています。

南砺市応援市民
のロゴマーク。

合掌造りがモチーフの
施設で、“ とんがった
想像力 ” を応援。

神奈川県から移住、古民家をリニューアルしたイタリアンレス
トラン「Cucina Nobu」を経営。生地に米麹を練り込み、手
造りの薪窯で焼き上げるピッツァが評判です。

まちづくりのため、さまざまな職業の若い世代が集まった団体
「ジソウラボ」の代表として起業支援や鍛冶職人の募集、通学な
どの移動のための自動車乗り合い実証実験に取り組んでいます。

かぶら寿し、鯖寿司などの発酵食品を中心に地元の郷土料理の
情報発信を行う中川さん。ケータリングや通信販売のほか、発
酵食品を防災食にする試みにもチャレンジしています。

農薬や化学肥料、除草剤を使わず野菜や米などを栽培する農家
のグループ「なんとのね」の代表の山﨑さん。南砺幸せ未来基
金を利用し、販路の共有化を図り、ロゴマークを作りました。

レ
ス
ト
ラ
ン
経
営

団
体
代
表
理
事

調
理
師

農
家
グ
ル
ー
プ
代
表

井
上
浩ひ
ろ

延の
ぶ

さ
ん

島
田
優
平
さ
ん

中
川
裕
子
さ
ん

山
﨑
佑
二
郎
さ
ん

南砺市で
活躍するみなさん

生き生きしてる！

皇室に献上され、行事の供え物と
される富山干柿。

水気が少なく、縄で縛っても崩れ
ないほどしまった五箇山豆腐。

かぶに新鮮なブリやサバをはさみ、
麹で漬けこんだ、かぶら寿し。
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身近な騒音や悪臭などに困った
ときは…気軽に市区町村等の
「公害苦情相談窓口」へ

01
M I C  N E W S

　
「
公
害
」
と
い
う
と
、

産
業
型
の
大
規
模
な
公
害

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
方
も
多

い
か
と
思
い
ま
す
が
、
建

物
の
解
体
工
事
に
よ
る
騒

音
や
野
焼
き
に
よ
る
煙
な

ど
の
身
近
な
被
害
も
、
相

当
範
囲
に
わ
た
る
（
あ
る

程
度
の
広
が
り
が
あ
る
）

場
合
は
、「
公
害
」
と
な

り
ま
す
。

身近な公害問題を解決！
「建設作業の音がうるさい」、「工場から出る煙の臭いに困っている」、そのような身近な公害
でお困りのときは、市区町村・都道府県の「公害苦情相談窓口」に相談してください。

https://www.soumu.go.jp/kouchoi/complaint/soudan_madoguchi.html

例えば、このようなものがあります。

大気汚染

振動

騒音

悪臭

・ 工場からの煙や粉じんで、家や車、洗
濯物などが汚れる。

・ 建物解体によるアスベストが心配である。
・ 焼却場の煙の中に有害物質が含まれて

いるおそれがある。

・ 工事現場のトラックの出入りや作業機
械のせいで、家が揺れ、壁にひびが入る。

・ 建設工事の音に対するストレスがある。
・ 工場の機械の音がやかましく、体調が

すぐれない。
・ 深夜営業店の騒音がひどく、安眠でき

ない。

・ 食品加工工場から魚の腐ったような臭
いが漂っていて、気分が悪くなる。

・ 養豚、養鶏場から不快な臭いがして困っ
ている。

公害苦情相談の流れ

苦情相談
市区町村または都道
府県の公害苦情相談
窓口の相談員にご相
談ください。

現地調査
相談員が、相談を受
けたことについて被
害の実情などを調べ
ます。

改善指導
被害の原因や実態が
はっきりすると、相
談員が関係者に対し
改善のための指導や
助言を行います。

解決！ 
このようにして公害
苦情の解決に努めて
います。



お 問 い 合 わ せ 先
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公
害
を
め
ぐ
る
当
事
者

間
の
対
立
が
深
刻
な
場
合

や
損
害
賠
償
が
問
題
の
中

心
に
な
っ
て
い
る
場
合
な

ど
、
公
害
苦
情
相
談
で
解

決
を
図
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
き
は
、「
公
害
紛
争

処
理
」
の
制
度
を
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

公
害
紛
争
処
理
は
、
公

害
等
調
整
委
員
会
や
都
道

府
県
公
害
審
査
会
等
が
間

に
入
り
、
中
立
・
公
正
な

立
場
で
話
合
い
を
進
め
、

紛
争
の
解
決
を
図
る
も
の

で
す
。

　

公
害
紛
争
処
理
制
度

に
つ
い
て
は
、「
公
調
委　

公
害
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

総務省公害等調整委員会事務局
公調委  公害相談ダイヤル
TEL 03-3581-9959
月～金曜日  10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00

（祝休日および 12 月 29 日～１月３日は除く）

FAX 03-3581-9488

e-mail：kouchoi@soumu.go.jp
URL：https://www.soumu.go.jp/kouchoi/

鉄工所の作業音に関する相談焼肉店からの臭いに関する相談

公害苦情相談窓口に相談。公害苦情相談窓口に相談。

相談員が鉄工所に向か
い、騒音の程度を測定
機で調べたり、周囲へ
の聞き取りにより実態
を調査。

相談員が現場に向かい、
隣家に排出口が向いて
いることを確認し、臭
気の程度を測定機で調
べたり、周囲への聞き
取りにより実態を調査。

相談員が、窓を開けず
に作業ができるよう冷
房設備や防音設備の導
入を助言。資金繰りが
厳しいため導入が困難
な場合は、資金融資制
度があることも提案。

相談員が、排気口の高
さや向きを変えるよう、
店主に助言。

鉄工所が、冷房設備や
防音設備を設置。

店主が、排気口を高く
する工事を実施。

公
害
苦
情
相
談
で

解
決
で
き
な
い
と
き
は

「
公
害
紛
争
処
理
」

公害等調整委員会 検 索

解決事例①解決事例②

1 1

2 2

3 3

4 4
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02
M I C  N E W S

熱中症を予防しましょう
～熱中症は、正しい知識で適切に対応すれば未然に防げます～

　

全
国
で
は
毎
年
、
非
常
に
多
く
の
方
が

熱
中
症
に
よ
り
救
急
搬
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
（
令
和
２
年
）
は
、
６
月
か
ら
9
月

ま
で
の
全
国
に
お
け
る
熱
中
症
に
よ
る
救

急
搬
送
人
員
の
合
計
が
6
万
4
8
6
9

人
と
な
り
、
調
査
開
始
以
降
、
過
去
3
番

目
に
多
い
数
値
を
記
録
し
た
ほ
か
、
６
月

お
よ
び
８
月
の
救
急
搬
送
人
員
は
そ
れ
ぞ

れ
6
3
3
6
人
、
４
万
3
0
6
0
人
と
、

い
ず
れ
も
過
去
最
多
を
更
新
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
想
定
し
た
「
新

し
い
生
活
様
式
」
と
両
立
さ
せ
た
熱
中
症

予
防
対
策
の
強
化
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
か
ら
新
た
に
、
熱
中
症
の
危

険
性
が
極
め
て
高
い
暑
熱
環
境
に
な
る
と

予
測
さ
れ
る
日
の
前
日
夕
方
ま
た
は
当
日

早
朝
に
は
、「
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」

が
全
国
の
都
道
府
県
ご
と
に
発
表
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え

て
、
熱
中
症
の
予
防
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

消防庁のホームページに掲載されている「熱中症情報」や
「救急お役立ちポータルサイト」も合わせてご覧ください。

お 問 い 合 わ せ 先

熱中症は、温度や湿度が高い中で、体内の
水分や塩分（ナトリウムなど）のバランス
が崩れ、体温の調節機能が働かなくなり、
立ちくらみ、頭痛、吐き気、ひどいときに
は、けいれんや意識をなくすなど、様々な
障害をおこす症状のことをいい、最悪の場
合は死に至ることがあります。

熱中症とは

熱中症にならないために心がけること

熱中症になるのを防ぐために、
次の項目を心がけましょう。

熱中症は正しい知識を身につけることで、未然に防ぐことが可能です。
本格的な夏が始まりますので、熱中症の予防に御協力をお願いします。

熱中症情報
ホームページ

救急お役立ち
ポータルサイト
ホームページ



17 2 0 2 1  J u l y  V o l . 2 47M I C

　

6
月
１
日
は
「
電
波
の
日
」
で
す
。
ま

た
、毎
年
５
月
15
日
か
ら
6
月
15
日
は「
情

報
通
信
月
間
」
で
す
。

　

総
務
省
で
は
、
６
月
１
日
（
火
）
に
電

波
利
用
ま
た
は
情
報
通
信
の
発
展
に
貢
献

し
た
個
人
・
団
体
や
、
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ

ン
ツ
の
今
後
の
創
作
活
動
が
期
待
さ
れ
る

方
々
へ
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

令和 3 年度

「電波の日・情報通信月間」
表彰が行われました

03
M I C  N E W S

「電波の日」 総務大臣表彰（個人２件・団体２件）（敬称略）

「情報通信月間」 総務大臣表彰（個人３件・団体３件）（敬称略）

「地域発デジタルコンテンツ」 総務大臣奨励賞（８件）（敬称略）

情報通信月間推進協議会会長表彰（敬称略）

【個人】
◦五

ごの

神
かみ

　真
まこと

　東京大学大学院　理学系研究科　教授、第 30 代総長
◦西

にし

田
だ

　幸
ゆき

博
ひろ

　日本放送協会　放送技術研究所　フェロー

【個人】
◦アンドリュー・ワイコフ　経済協力開発機構（OECD）　
　　　　　　　　　　　　　科学技術イノベーション　局長
◦佐

さ

藤
とう

　治
はる

正
まさ

　甲南大学　名誉教授
◦津

つ

川
がわ

　清
せい

一
いち

　KDDI 株式会社 技術企画本部 技術戦略部　
　　　　　　　国際電気通信連合　電気通信標準化部門（ITU-T）　第３研究委員会（SG3） 議長

【団体】
◦公益社団法人移動通信基盤整備協会（会長　小

こ

林
ばやし

　宏
ひろし

）
　北海道旅客鉄道株式会社（代表取締役社長　島

しま

田
だ

　修
おさむ

）
　東日本旅客鉄道株式会社（代表取締役社長　深

ふか

澤
さわ

　祐
ゆう

二
じ

）
　東海旅客鉄道株式会社（代表取締役社長　金

かね

子
こ

　慎
しん

）
　西日本旅客鉄道株式会社（代表取締役社長　長

は

谷
せ

川
がわ

　一
かず

明
あき

）
　九州旅客鉄道株式会社（代表取締役社長執行役員　青

あお

柳
やぎ

　俊
とし

彦
ひこ

）

◦国立研究開発法人情報通信研究機構　鹿島宇宙技術センター
　（鹿島宇宙技術センター長　高

たか

橋
はし

　卓
たかし

）

【団体】
◦加　賀　市（市長　宮

みや

元
もと

　陸
りく

）
◦高　松　市（市長　大

おお

西
にし

　秀
ひで

人
と

）
◦一般社団法人日本 IT 団体連盟（会長　川

かわ

邊
べ

　健
けん

太
た

郎
ろう

）

◦ＲＢＣ北見緑陵高校放送局（北見緑陵高等学校）「北見　MY　LOVE」
◦三

み

浦
うら

　咲
さき

（尚絅学院大学）「百日草　zinnia」
◦小

お

野
の

　日
ひ

菜
な

（法政大学）「身近な SNS トラブルを防ごう」
◦山

やま

口
ぐち

　結
ゆい

子
こ

（筑波大学）「まごころこめて」
◦大阪府立藤井寺高等学校　POCHACCO「あなたの個人情報は大丈夫ですか？」
◦谷

たに

村
むら

　泉
いず

美
み

（広島市立大学）「moon boy」
◦北川村立北川小学校５年生「祝20周年　北川村「モネの庭」マルモッタンに来てみいや」
◦石

いし

垣
がき

　磨
ま

菜
な

、金
きん

城
じょう

　星
てぃあら

、砂
すな

川
がわ

　南
な

生
お

、普
ふ

久
く

原
はら

　乙
おと

葉
は

、山
やま

里
ざと

　璃
り

音
おん

　（沖縄県立八重山商工高等学校）　「ハイサイ石垣　めんそ～れ～」

志田林三郎賞（１件）
【個人】
◦佐

さ

々
さ

木
き

 雅
まさ

英
ひで

　国立研究開発法人情報通信研究機構
　　　　　　　 量子 ICT 協創センター 研究センター長

情報通信功績賞（個人１件）
【個人】
◦吉

よし

岡
おか

 克
かつ

成
なり

　横浜国立大学 大学院環境情報研究院
　　　　　　 ／先端科学高等研究院 准教授
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総
務
省
と
経
済
産
業
省
で
は
、
令

和
３
年
６
月
１
日
を
期
日
と
し
て
、

全
国
す
べ
て
の
事
業
所
・
企
業
を
対

象
と
し
て
、「
経
済
セ
ン
サ
ス
‐
活

動
調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

事
業
所
・
企
業
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
お
忙
し
い
中
調
査
に
ご

回
答
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令和３年経済センサス - 活動調査
へのご回答、ありがとうございました

04
M I C  N E W S

調査の結果は、このように利用されます

　「経済センサス ‐ 活動調査」の調査結果は、国および
地方公共団体における行政施策の立案や、民間企業にお
ける経営計画の策定など、社会経済の発展を支える基礎
資料として幅広く利用されています。

行政施策上での利用

　政府における中小企業対策（各種の補助金等）や防災計画
や地域活性化政策の策定、地方消費税の地方公共団体への配
分等に利用されています。また、国の重要な経済指標等の推
計（国内総生産（GDP）の推計、産業連関表の作成）に利
用されます。
　また、国や地方自治体で実施する各種統計調査の母集団情
報として利用されています。

民間での利用

　民間では、地域ごとの既存店
舗の状況を把握するなど、新規
店舗の出店計画の基礎資料とし
て利用されています。

調査結果の
公表について

速報集計結果：令和４年 5 月末まで
確報集計結果：令和４年 9 月以降順次公表





調査にご回答いただいた事業所・企業の皆様、ありがとうございました。
まだご回答がお済みでない事業所・企業の皆様におかれましては、お早めのご回答をお願いいたします。
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